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単元の流れ
	場　面
	学　習　活　動
	時間
	ね　ら　い
	ページ

	第１次　空気はあたためられるとどうなるか　　        ２時間　

	つかむ
	・フラスコやプラスチックの入れ物，試験管に閉じこめた空気を温める実験を行い，「空気は，あたためられるとかさが大きくなるか」という問題を設定する。
	１
	・容器に閉じこめた空気を温める実験に興味をもち，空気は温められるとどうなるかを進んで調べることができる。(関心･意欲･態度)
	8-2
8-3

	調べる
考察する
	・試験管に閉じこめた空気を温めたり冷やしたりしてかさの変化を調べる。
・実験結果について話し合い，空気は温められるとかさが大きくなることをまとめる。
	１
	・試験管に閉じこめた空気を温めたり冷やしたりしてかさの変化を調べ，温度と空気のかさの変化を関係付けてとらえることができる。（科学的な思考)
	8-4
8-5

	第２次　水はあたためられるとどうなるか　　         ２時間

	つかむ
調べる

	・「水も，あたためられるとかさが大きくなるか」という問題を設定する。
・試験管の中の水を温めたり冷やしたりして，かさの変化を調べる。
	１

	・試験管の水を温めたり冷やしたりしてかさの変化を調べ，結果を表に整理することができる。（技能・表現）
	8-6
8-7

	考察する
	・実験結果について話し合い，空気も水も，温められるとかさが大きくなり，冷やされるとかさが小さくなること，水のかさの変わり方は，空気に比べて小さいことをまとめる。
・「考えよう」について話し合う。
・「理科のひろば」を読み，棒温度計の仕組みについて知り，温度計作りを行う。
	１
	・温度と水の変化を関係付けてとらえ，空気の変化の仕方と比較して考えることができる。（科学的な思考）
	8-8
8-9

	第３次　金属はあたためられるとどうなるか　　    ３（４）時間

	つかむ
調べる

	・｢金属も，あたためられるとかさが大きくなるか｣という問題を設定する。
・アルコールランプやガスバーナーの使い方を練習する。ガラス器具の洗い方を知る。
	１
(2)
	・加熱器具を正しく安全に扱うことができる。（技能・表現）

	8-10
8-11

	調べる
考察する
	・金属球を熱したり冷やしたりして，かさの変化を調べる。
・金属も，熱せられるとかさが大きくなり，冷やされるとかさが小さくなること，金属のかさの変わり方は，空気や水に比べると小さいことをまとめる。
・「理科のひろば」を読み，身の回りの金属の伸び縮みの例について話し合う。
	１
	・温度と金属のかさの変化を関係付けてとらえ，空気や水と比較して考えることができる。(科学的な思考)
	8-12
8-13

	
	・「たしかめよう」を行い，温度によるもののかさの変化をまとめる。
	１
	・温度によるかさの変化は，空気がもっとも大きく，次が水，金属は空気や水に比べて，かさの変化が小さいことをとらえることができる。(知識・理解)
	8-14


	第 ４ 学 年 「も の の か さ と 温 度」


１０月下旬～１１月中旬［７時間扱い　本時１／７］

○本時のねらい

容器に閉じこめた空気を温める実験に興味をもち，空気は温められるとどうなるかを進んで調べることができる。（関心･意欲･態度）
○本時の問題解決の過程

	場面
	○学習活動
	・児童の意識
	□教師の働き掛け

	つ　か　む
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○教科書P.18～19にある eq \o\ac(○,ア)

 eq \o\ac(○,イ)

 eq \o\ac(○,ウ)の３つの実験を行う。

[image: image7.png]



＜ eq \o\ac(○,ア)の実験＞

・フラスコの口にフォームポリエチレンの栓をして，湯に入れて温める。


＜ eq \o\ac(○,イ)の実験＞

・プラスチックの入れ物にふたをしてお湯に入れる。

＜ eq \o\ac(○,ウ)の実験＞

・試験管の口に石けん水の膜を張り，手で握って温める。



○結果を記録し，疑問に思ったことを話し合う。



○全体で問題を設定する。


	・楽しそう。

・どうなるのかな。

・やってみよう。

・あれ，お湯に入れたらフラスコのせんが飛んだぞ。

・空気鉄砲のように音がしたぞ。

・空気が温められて，上に行ったんだ。

・容器が膨らんだぞ。

・空気は温められると，上だけでなくいろいろな向きに動くんだ。

・もしかして，空気は膨らんだのではないかな。

・お湯から出したらへこんだのは，温度と関係あるのかな。

・膜が膨らんだぞ。

・横や逆さにしても膜が膨らんだぞ。

・やっぱり，空気は上に行ったのでなく，膨らんだんだ。

・アでは，空気が上に行ったから，フラスコの栓が飛んだのかな。

・イの実験で容器が膨らんだのは，空気がいろいろな方向に膨らんだからだ。

・ウでは，横や逆さにしても膜が膨らんだから，空気は温められると膨らむのではないか。

・温めると空気が膨らむのか，実験して確かめてみよう。


	□３つの実験の手順を説明し，グループ別に主体的に実験に取り組ませる。

□空気の力への気付きを，前単元「もののかさと力」の既習事項と比較させるようにする。

□安全面については，机間指導をしながら，随時確認する。

□一人一人の気付きや疑問について， eq \o\ac(○,ア)

 eq \o\ac(○,イ)

 eq \o\ac(○,ウ)のそれぞれの実験ごとに学級全体で取り上げて話し合わせる。

□アイウの３つの実験を順番に考察していくことで，児童の意識を高めていく。

ア→空気が上に行く。

　イ→空気がいろいろな方向に動く。

　ウ→空気はふくらむ。

□空気は温めるとかさが増えるのではないかという見通しを全員で共有する。




○発問・板書例（１／７）
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	気付いたこと

これからの

学習


	　

実験 eq \o\ac(○,ア)
実験 eq \o\ac(○,イ)
実験 eq \o\ac(○,ウ)



・音がしてせんがとんだ

↓

・空気があたためられて，上に行ったのではないか？

・入れ物がふくらんだ

↓

・空気がいろいろな方向に動いたのではないか？

・まくがふくらんだ

・横や下に向けてもふくらんだ

↓

・空気はふくらんだのではないか？



・ふくらむ（かさが大きくなる）のか
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	第 ４ 学 年 「も の の か さ と 温 度」


１０月下旬～１１月中旬［７時間扱い　本時２／７］

○本時のねらい

試験管に閉じこめた空気を温めたり冷やしたりしてかさの変化を調べ，温度と空気のかさの変化を関係付けてとらえることができる。（科学的な思考)
○本時の問題解決の過程

	場面
	○学習活動
	・児童の意識
	□教師の働き掛け

	調　べ　る
	

○前時に行ったア，イ，ウの３つの実験結果から，温度による空気のかさの変化について予想する。


○実験方法や，必要な準備物，役割について話し合う。


○予想に基づいて，グループ毎に実験を行う。
	・前の実験結果から，空気は温めるとかさが大きくなると思う。

・きっと，印が上に動くよ。

・お湯に入れたら印が動いたぞ。

・やっぱり，空気はふくらんだんだ。

・あれ，お湯から出しておいたら元に戻ったぞ。

・冷えたからかな。

・もっと冷やすとどうなるんだろう。実験してみよう。
	□逆さまにしても，栓が飛んだり石けんの膜が膨らんだりしたのは，温めた空気が上に行くからではないことを再確認する。

□実験しながら結果を表に記入していくことを確認する。

□実験中に印が下がったら，その理由を考えさせ，冷やす実験を行わせる。

	考　察　す　る
	
○ノートに整理し，全体で確認していく。



○結果からどんなことが分かったか，全員で話し合う。



○結果を整理して考えたことを基に，自分の言葉でノートにまとめる。



○試験管を横にしたり，違う温度のお湯に入れたりしたらどうなるか考える。


	・お湯につけたら，印が上に動いた。氷水につけたら，印が下に動いた。

・表でまとめよう。

・空気は，温めるとかさが大きくなり冷やすとかさが小さくなることが分かった。

・予想は正しかった。

・この実験で，空気のかさの変化と温度の関係が分かった。

・問題に合わせて，短い文でまとめよう。

・空気は，温められるとかさが大きくなり，冷やされるとかさが小さくなる。

・横にしても押し出される。

・熱いお湯だともっと印が動く。


	□全員が表に記入する時間を確保した後発表させる。

□ガラス管の印の動きは，空気のかさの変化であることをとらえさせ，予想と結果が一致したかどうか考えさせる。

□分かったことを，「空気は～」という書き出しで，「かさ」という言葉を使って短い文でまとめさせる。

□横にしたり様々な温度の水に入れたりした場合について予想させ，演示する。




○発問・板書例（２／７）
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	問　　題

予　　想

実　　験

結　　果


分かったこと


	　







（例）空気は，あたためるとかさが大きくなり，ひやすとかさが小さくなる。
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８ もののかさと温度　　　  東京書籍４年下 10月下旬～11月中旬　７（８）時間


【単元の目標】金属，水及び空気を温めたり冷やしたりして，それらの変化の様子を調べ，金属，水及び空気の性質についての考えをもつようにする。�
�






□考察するための発問


結果を整理する�
考える�
結論を得る�
�
「結果の記入が終わってない人はノートにまとめましょう。」


（個人）


「結果を発表しましょう。」


（全体）�
「印の動きは，何の変化を表していますか。」


「実験結果から，どんなことが分かりましたか。」


（全体）�
「『空気』『かさ』という言葉を使って，分かったことを短い文でまとめましょう。」


（個人）→(全体)�
�









空　　　　気�
あたためる�
ひやす�
�
しるしの動き�
↑�
↓�
�
かさの変化�
大きくなった�
小さくなった�
�


















お湯





氷水





＜注意＞


・お湯


・ガラス管





かさ





　　　　　あたためると　　　　　　　　　　　　　　　ひやすと


　　　　　　　↓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓


　　　　　大きくなる　　　　　　　　　　　　　　　　大きくなる


　変わらない　　　　　　　　　　　　　　　　変わらない


　小さくなる　　　　　　　　　　　　　　　　小さくなる





空気





空気は，あたためられると，かさが大きくなるのだろうか。





□調べるための発問


（実験前）


「なぜ，この実験では，ガラス管に水で印を付けるのですか。」


「ガラス管の印の動きを表に整理しましょう。」


（実験中）


「そのままにしておくと印が元に戻ったのはなぜですか。」


「氷水につけたらどうなるでしょうか。」





広げる





結論を得る





考える





結果を整理する





観察，実験する





方法を考える





予想する





空気は，あたためられると，かさが大きくなるのだろうか。





※実験の留意点


実験� eq \o\ac(○,ア)��
実験� eq \o\ac(○,イ)��
実験� eq \o\ac(○,ウ)��
�
※フォームポリエチレンを深くつめすぎないようにする。


※失敗したら，一度栓を外し，冷やしてから行うようにする。


�
※少しへこませた状態でふたをする。


※やわらかいプラスチック容器（マヨネーズの容器など）を使用する。�
※膜が破れたら，冷やしてもう一度石けん水を付ける。


※試験管の向きを上下左右に向けて実験してみる。


※結果を話し合う中で，空気が上に行ったから膨らんだのではないことを全員で確認する。


�
�






空気は，あたためられると，かさが大きくなるのだろうか。





あたためると





空気





石けん水





お湯





お湯





入れ物の中の空気をあたためよう。





□つかむための発問


実験� eq \o\ac(○,ア)�について�
実験� eq \o\ac(○,イ)�について�
実験� eq \o\ac(○,ウ)�について�
�
「フラスコの栓がとんだのは，なぜですか。」�
「プラスチック容器全体が膨らんだのは，空気が上に動いたからですか。」�
「横や逆さにしても，石けん水の膜が膨らんだのはなぜですか。」�
�






空気は，あたためられると，かさが大きくなるのだろうか。





問題を見いだす





気付き・疑問をもつ





石けん水





お湯





お湯





自然事象と出会う
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